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会
員
の
皆
様
、後
援
会
活
動
へ
の
日

頃
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
、ご
卒
業
の
学
生
諸
君
、な
ら

び
に
、ご
家
族
の
皆
様
、誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

挨
拶
に
先
立
ち
ま
し
て
、昨
年
11
月

の
事
故
に
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、関
係
各
位
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、２
０
１
６
年
は
激
動
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。未
来
の
教
科
書
に
は
、英
国

と
米
国
で
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
終
焉
に
向

か
っ
た
年
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。一
方
、日
本
国
内
で
は
、熊
本
地
震
、

東
京
大
停
電
、福
岡
の
陥
没
事
故
な

ど
、公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
や
脆
弱
性

が
表
に
出
て
き
ま
し
た
。ま
た
、長
期
化

す
る
デ
フ
レ
と
少
子
高
齢
化
で
生
じ
た

労
働
力
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、も
と
よ
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
は
、

技
術
と
知
恵
に
よ
っ
て
、困
難
を
乗
り
越

え
る
と
こ
ろ
に
価
値
が
見
出
さ
れ
る
存

在
で
す
。山
積
み
の
問
題
は
、逆
の
見
方

を
す
れ
ば
、大
き
な
需
要
で
あ
り
、こ
れ

ま
で
以
上
に
、土
木
建
築
・
機
械
・
電
気
・

情
報
・ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
全
て
の
技
術
と
生

産
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。労
働

力
を
外
国
人
に
頼
る
と
い
う
英
米
の
出

来
事
を
顧
み
な
い
愚
策
が
論
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、苦
し
く
と
も
、国
内
の
労
働

力
不
足
は
国
内
の
技
術
開
発
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
で
解
決
す
べ
き
問
題
で

す
。そ
れ
を
果
た
し
た
先
に
、世
界
の
動

乱
に
揺
ら
が
な
い
強
靭
な
日
本
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

本
学
で
勉
学
と
研
究
に
努
め
、立
派

な
技
術
者
に
育
っ
た
我
が
子
ら
が
、身
の

回
り
で
起
き
た
災
害
や
事
故
に
よ
る
辛

く
悲
し
い
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、山

積
み
の
問
題
を
解
決
し
て
、安
全
で
豊
か

な
日
本
を
築
く
担
い
手
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

来
年
度
は
、い
よ
い
よ
大
学
設
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。皆
様
と
共
に
、新
た

な
日
本
工
業
大
学
の
門
出
に
立
ち
会
え

ま
す
こ
と
、と
て
も
心
強
く
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、後
援
会
活
動
へ
の
ご
参
加

と
ご
助
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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／
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我
が
子
ら
に
期
待
す
る
こ
と会

長
　
市
川
 
道
教（
S3
東
京
）

ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
５
月
の
定
期
総
会
に

お
い
て
、
平
成
28
年
度
特
別

事
業
と
し
て
ご
承
認
い
た
だ

い
た
本
館
西
側
中
庭
の
整
備

工
事
が
夏
季
休
暇
中
に
着
工

し
、
10
月
末
に
完
工
し
ま
し

た
。西

側
中
庭
に
は
、
す
で
に

平
成
12
年
度
に
池
が
造
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
池
を
囲

う
土
留
め
の
板
が
腐
食
す
る

な
ど
、
老
朽
化
が
目
立
つ
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
特

別
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た

東
側
の
池
と
同
様
に
砕
石
を

利
用
し
た
護
岸
整
備
を
行

い
、
周
辺
に
遊
歩
道
を
新
た

に
造
成
し
ま
し
た
。
東
側
と

併
せ
て
中
庭
全
体
が
学
生
に

と
っ
て
憩
い
の
場
と
な
っ
た

と
と
も
に
、
本
館
教
室
か
ら

の
眺
望
も
、
癒
し
の
景
色
へ

と
一
変
し
ま
し
た
。
東
西
両

方
の
中
庭
が
一
対
と
な
っ
て

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ゴ
ー
ル
ド
認
定
」
の

称
号
に
相
応
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
が
、
さ
ら
に
充
実
し

ま
し
た
。

11
月
20
日
に
は
、
特
別
事

業
委
員
が
現
地
を
視
察
検
証
し
ま
し
た

（
写
真
左
）。
ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
の
特
別
事
業
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
、
大
学
が
推
し
進
め
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
完
全
分
煙
に
向
け
て

「
喫
煙
所
の
設
置
」
を
実
施
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
月
18
日

に
開
催
の
同
委
員
会
で
、
計
画
図
や
概

算
見
積
り
金
額
を
検
討
し
て
了
承
さ

れ
、
事
業
案
決
定
に
つ
い
て
理
事
会
に

報
告
し
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
承
認

を
得
ま
し
た
。

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日
に
10
支

部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

内
９
支
部
で
支
部
長
が
交
代
し
、
前
支

部
長
に
は
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
支
部
長
　
大
関
　
　
誠
（
Ｅ
３
）

群
馬
県
支
部
長
　
仲
村
　
　
仁
（
Ｍ
３
）

新
潟
県
支
部
長
　
菅
原
　
昌
人
（
Ｍ
３
）

北
陸
支
部
長
　
　
村
井
　
　
剛
（
Ｓ
３
）

山
梨
県
支
部
長
　
河
野
美
由
紀
（
Ｍ
３
）

長
野
県
支
部
長
　
石
坂
　
正
明
（
Ａ
３
）

静
岡
県
支
部
長
　
田
中
　
美
穂
（
Ａ
３
）

近
畿
支
部
長
　
　
長
尾
　
邦
彦
（
Ｌ
２
）

東
海
支
部
長
　
　
中
田
　
智
昭
（
Ｃ
２
）

沖
縄
県
支
部
長
　
兼
島
　
方
昭
（
Ｃ
４
）

～
以
上
開
催
順
、
敬
称
略
～

平成28年度　後援会特別事業 西側中庭池整備工事完工

支
部
総
会
開
催

合併号

特別事業委員らによる検証

市川会長から指田前近畿支部長へ感謝状の贈呈

本館3階から見た西側中庭の様子



二
〇
一
七
年
、
日
本
工
業
大
学
は
い

よ
い
よ
設
立
五
十
周
年
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
例
年
の

特
別
事
業
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
加
え
、

五
十
周
年
記
念
事
業
へ
の
ご
協
力
も
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
期
工
事
の
食
堂
棟
と
ク
ラ
ブ
棟
が

三
月
末
に
竣
工
し
、
四
月
か
ら
は
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
予
定
で
す
。

今
年
も
、
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出

す
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
回
卒
業

を
迎
え
る
四
年
生
は
、
入
学
直
後
に
実

施
し
て
い
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
を
初
め
て
導
入
し
た
学
年
で
す
。
そ

の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
入
学
早
々
か
ら

彼
ら
の
授
業
に
は
活
気
が
あ
り
、
教
員

と
の
距
離
感
も
近
か
っ
た
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
学
科
の
先
輩
と
本
音
で

話
す
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
不

安
解
消
に
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
文
章
能
力
の
向
上

を
中
心
と
し
た
初
年
次
教
育
の
導
入
、

シ
ラ
バ
ス
（
授
業
計
画
）
の
充
実
な
ど
、

こ
の
四
年
間
だ
け
を
振
り
返
っ
て
も
、

学
生
の
皆
さ
ん
の
成
長
を
促
す
た
め
の

工
夫
を
色
々
と
試
み
て
き
ま
し
た
。
生

活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
埼
玉
県

立
大
学
等
と
の
四
大
学
連
携
事
業
と
し

て
、
福
祉
施
設
の
現
場
で
医
療
や
介
護

を
学
ぶ
他
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ

Ｉ
Ｐ
Ｗ
実
習
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
教

室
以
外
に
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
学

び
の
場
を
創
り
た
い
と
い
う
本
学
の
姿

勢
の
表
れ
で
す
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
は

じ
め
と
す
る
工
房
の
活
動
も
、
も
ち
ろ

ん
益
々
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
本
学
の
誇
り
で
す
。

ま
さ
に
、
そ
ん
な
学
生
の
自
発
的
・
積

極
的
な
活
動
と
し
て
出
展
し
て
き
た
東

京
デ
ザ
イ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
の
事
故
は
、

と
て
も
慙
愧
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
現
在
も
警
察

の
任
意
の
事
情
聴
取
に
協
力
中
で
あ

り
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
た

め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
学
と
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
第
三

者
委
員
も
加
え
た
「
事
故
調
査
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
再
発
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
本
件

に
対
す
る
「
す
べ
て
の
責
任
は
大
学
に

あ
る
」
と
い
う
認
識
は
今
も
変
わ
り
な

く
、
関
係
し
た
学
生
へ
の
ケ
ア
を
最
優

先
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
学
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
学

部
・
学
科
改
組
に
向
け
、「
学
生
を
確

実
に
成
長
さ
せ
る
大
学
」
を
め
ざ
し
て

進
化
し
続
け
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
て

学
長
　
成
田
　
健
一

平
成
28
年
度
の
「
地
域

別
教
育
懇
談
会
」
は
、
支

部
主
催
18
会
場
、
本
部
主

催
４
会
場
の
計
22
会
場
で

開
催
さ
れ
、
553
組
の
会
員

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
、
支

部
長
を
は
じ
め
と
す
る
支

部
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
開
催

結
果
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
近
県
会
場
に

福
島
県
、
栃
木
県
、
千
葉

県
支
部
か
ら
も
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

自
分
の
支
部
の
開
催
日
で

は
都
合
が
悪
い
け
れ
ど

も
、
他
の
会
場
な
ら
参
加

で
き
る
と
い
う
場
合
は
、

遠
慮
な
く
支
部
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
可
能
な
限
り
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
先

生
が
色
々
と
資
料
を
準
備
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
分
か
り
易
く
て
よ
か
っ

た
。」「
会
員
同
士
や
大
学
の
方
々
と
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」

「
成
績
の
見
方
や
就
職
に
つ
い
て
の
講

話
が
と
て
も
好
評
だ
っ
た
。」「
今
後
の

履
修
内
容
に
つ
い
て
指
導
し
て
も
ら
え

た
。」「
よ
ろ
ず
相
談
で
は
知
り
た
か
っ

た
こ
と
が
聞
け
て
と
て
も
良
か
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
ろ
ず
相
談
は
、
お
悩
み
解
決
の
糸

口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
是
非
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
即
答
で
き
な
い
場
合
で
も
、

持
ち
帰
っ
て
、
後
日
、
教
職
員
が
丁
寧

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
是

非
来
年
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
後
も

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
懇
談
会
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

平成28年度　地域別教育懇談会
〜全国22会場で開催されました〜

機械工学科分科会の様子（近県） 個別面談の様子（近畿支部）

青森県支部会場の様子 山梨県支部会場の様子

全体会の様子（近県）
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平成28年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（M＝機械工学科　P＝ものづくり環境学科　S＝創造システム工学科　E＝電気電子工学科　C＝情報工学科　A＝建築学科　L＝生活環境デザイン学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学側出席者
茨城県支部 8月28日（日） 土浦市 ホテルマロウド筑波 茨城県 356 53 14.9% 神野教授(E)　細田准教授(M)　丹澤教授(P)

吉澤教授(S)　樋口准教授(S)　石川豊教授(E)
木村助教(E)　粂野准教授(C)　竹内宏俊准教授(A)
髙桒助手(A)　勝木准教授(L)

岩手県支部 9月3日（土） 平泉町 ホテル武蔵坊 岩手県 26 14 53.8% 張教授(M)　渡部教授(S)　木村助教(E)
徐准教授(A)　川村教授(L)

福島県支部 9月3日（土） 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 95 40 42.1% 野口准教授(M)　八木田教授(P)　福田准教授(S)
吉野教授(E)　大宮准教授(C)　田中准教授(A)
金野助教(L)

近畿支部 9月4日（日） 宝塚市 ホテル若水 大阪府・京都府 21 8 38.1% 柳澤理事長　成田学長　
奈良県・滋賀県 藤田学園事務局長・総務部長代行
兵庫県・和歌山県 村田教授(M)　佐野教授(S)　松浦助教(C)

三坂教授(A)　黒津教授(L)
長野県支部 9月10日（土） 長野市 ホテル信濃路 長野県 85 24 28.2% 高木准教授(M)　鈴木宏典教授(P)　吉野教授（E）

山地教授（C）　吉村准教授(A)　菊田助教(A)
山梨県支部 9月10日（土） 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 25 15 60.0% 二ノ宮准教授(M)　渡部教授(S)　平栗准教授(E)

中村准教授(C)　三坂教授(A)
本部(北海道) 9月11日（日） 札幌市 ＫＫＲホテル札幌 北海道 11 3 27.3% 磯財務部副部長
本部(四国) 9月11日（日） 高知市 高知県立県民文化ホール 四国 8 2 25.0% 松永教務部副部長
本部(九州) 9月11日（日） 鹿児島市 かごしま県民交流センター 九州 7 2 28.6% 佐藤建夫LCセンター長
静岡県支部 9月17日（土） 静岡市 アイワンホール 静岡県 40 18 45.0% 神野教授(E)　瀧澤准教授(M)　八木田教授(P)

福田准教授(S)　平栗准教授(E)　松田准教授(C)
上田助教(A)　樋口准教授(L)

西中国支部 9月17日（土） 岩国市 岩国シティビューホテル 広島県・山口県 6 4 66.7% 柳澤理事長　成田学長　伴教授(S)
島根県 山地教授(C)　箕輪助教(A）

東中国支部 岡山県・鳥取県 6 2 33.3%
秋田県支部 9月18日（日） 秋田市 秋田温泉さとみ 秋田県 15 7 46.7% 倉島総務部長兼財務部長

竹村准教授(E)　粂野准教授(C)　竹内宏俊准教授(A)
新潟県支部 9月18日（日） 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 64 21 32.8% 竹内貞雄教授(M)　中野教授(M)　樋口准教授(S)

大田助教(E)　勝間田准教授(C)　那須教授(A)
瀬戸教授(L)

栃木県支部 9月18日（日） 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 359 58 16.2% 高木准教授(M)　二ノ宮准教授(M)　大澤教授(P)
飯塚教授(S)　滝田准教授(S)　青柳教授(E)
木許准教授(E)　辻村教授(C)　江藤准教授（C）
佐々木准教授(A)　小川教授(A)　足立教授(L)

群馬県支部 9月18日（日） 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 284 48 16.9% 神教授(M)　大島教授(M)　瀧澤准教授(M)
桑原准教授(P)　三宅教授(S)　吉田教授(E)
上野准教授(E)　大橋助教(C)　白石教授(A)
菊田助教(A)　波多野教授(L)

蔵王支部 9月24日（土） 山形市 悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県 81 24 29.6% 成田学長　長坂教授(M)　飯塚教授(S)
於保教授(E)　橋浦助教(C)　佐々木准教授(A）
勝木准教授(L)

北陸支部 9月24日（土） 富山市 富山電気ビルディング 富山県・石川県 13 10 76.9% 山浦企画室長・学長補佐　細田准教授(M)
福井県 池添准教授(S)　勝間田准教授(C)　上田助教(A)

千葉県支部 9月24日（土） 千葉市 バーディーホテル千葉 千葉県 244 23 9.4% 野口准教授(M)　石川助教(M)　内田教授(P)
吉澤教授(S)　竹本助教(E)　佐藤教授(C)
小川教授(A)

青森県支部 9月25日（日） 青森市 青森国際ホテル 青森県 86 30 34.9% 神教授(M)　丹治講師(M)　安原准教授(P)
櫛橋准教授(S)　竹村准教授(E)　生駒教授(C)
田中実准教授(A)　川村教授(L)

本部(近県) 10月2日（日） 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,406 140 5.8% 成田学長　神野教務部長　竹内学生支援部長　
神奈川県 神教育研究推進室長　藤田学園事務局長・総務部長代行

倉島総務部長兼財務部長
山浦企画室長・学長補佐　林総務部副部長
磯財務部副部長　松永教務部副部長　各課課長7名
各学科主任8名,M7名,P2名,S4名,E5名,C7名,A4名,
L1名,H3名

沖縄県支部 10月8日（土） 那覇市 沖縄県青年会館 沖縄県 9 5 55.6% 藤田学園事務局長・総務部長代行
山浦企画室長・学長補佐

東海支部 10月9日（日） 名古屋市 東京第一ホテル錦 愛知県・三重県 9 2 22.2% 林総務部副部長　石原教授(C)　箕輪助教(A)
岐阜県

合　　計 22会場 4,256 553 13.0% 延べ178名

開催
市町村 会員数 出席者数 出席率

※職名は開催日当時のもの
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11月５日（土）～６日（日）の２日
間にわたり、大学キャンパスにおいて
若杉祭が開催されました。５日には、
ホームカミングデーも開催されまし
た。両日ともに晴天に恵まれ、多くの
来場者で賑わいを見せました。受付でのお楽しみクジこどもたちにも大盛況

音楽サークルも盛り上がりました

写真展も開催

理事会の様子

11
月
５
日
（
土
）、
栃
木
県
・
青
森

県
・
蔵
王
（
山
形
・
宮
城
）
・
福
島

県
・
千
葉
県
・
新
潟
県
・
群
馬
県
の
７

支
部
よ
り
、
約
80
名
の
会
員
と
ご
家
族

が
大
学
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に
て
成
田
学
長
の
講

話
を
聴
講
し
た
後
、
超
高
電
圧
研
究
セ

ン
タ
ー
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
、
工

業
技
術
博
物
館
、
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
、

「
学
長
の
専
門
分
野
で
あ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
に
関
す
る
講
義
を
聴
く
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」「
超
高
電
圧
研
究
セ

ン
タ
ー
の
落
雷
実
験
は
迫
力
が
あ
っ
た
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
合
同

大
学
視
察
研
修
会成田学長講話

LCセンターのデッキからの眺望

支部設立記念祝賀会
〜新潟県支部・近畿支部が40周年〜

9月3日（土）、兵庫県宝塚市の「ホテル若水」にて近畿
支部、11月12日(土)、新潟県妙高高原にある「赤倉山荘」
にて新潟県支部の40周年記念行事が挙行されました。

近畿支部は昭和51年に近畿東海支部として設立されて
以来40周年、その後平成8年4月に近畿支部と東海支部に
分割してからは20周年を迎えました。祝賀会には来賓と
して、市川後援会会長、柳澤理事長、成田学長、翌日の
地域別教育懇談会に参加される先生方、藤田学園事務局
長・総務部長代行、飯島主任も出席。歴代支部長らも多
数参会し、盛大な祝賀会となりました。また、会の冒頭、
近畿支部の指田支部長（当時）から成田学長に大学設立
50周年を記念して「近畿文庫（金10万円）」の目録が贈ら
れました。

新潟県支部は、昭和51年6月に本学後援会の第一号の支
部として設立されました。その後、次々と支部が誕生し、
現在の19支部に至りました。新潟県支部は、まさに後援
会支部の礎を築いた支部と言って良いでしょう。祝賀会
には熱田後援会副会長、柳澤理事長が出席。懐かしい後
援会ＯＢの方々や他支部からの参加もあり、大いに懇親
を深めました。

支
部
連
絡
協
議
会
〜
支
部
長
意
見
交
換
〜

11
月
19
日
（
土
）、
大
学
学
友
会
館
に
お
い
て
支
部
長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
田

学
長
臨
席
の
も
と
、
全
国
か
ら
30
名
の
役
員
・
支
部
長
ら
が
出
席
し
、
地
域
別
教
育
懇

談
会
や
日
頃
の
支
部
活
動
に
つ
い
て
報
告
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
他
支
部
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

理
事
会
を
開
催

11
月
20
日
（
日
）、
２
月
19
日
（
日
）

に
、
大
学
14
号
館
に
お
い
て
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
両
会
と
も
全
国
か
ら

約
80
名
の
理
事
が
出
席
し
、
地
域
別
教

育
懇
談
会
の
実
施
報
告
や
特
別
事
業
、

予
算
執
行
状
況
、
来
年
度
予
算
案
な
ど

の
議
案
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

理
事
会
の
議
事
録
は
、
後
援
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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充
分
に
味
わ
う
こ
と
で
自
己
肯
定
観
が

生
ま
れ
、
一
生
の
幸
福
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
の
「
で
き
る
幸
せ
」
を
味
わ

う
青
少
年
期
は
、
何
で
も
親
の
世
話
に

な
っ
て
い
た
子
ど
も
が
、
自
立
を
始
め

る
と
き
で
す
。
自
分
で
で
き
る
幸
せ
を

味
わ
う
こ
と
で
自
信
が
芽
生
え
、
将
来

へ
の
大
き
な
可
能
性
に
つ
な
が
り
ま

す
。三

つ
目
の
「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
は
、

「
し
て
あ
げ
る
」
よ
り
も｢

さ
せ
て
も
ら

う｣

方
が
相
応
し
く
、
相
手
に
喜
ば
れ

る
と
い
う
見
返
り
も
求
め
な
い
、
自
ら

の
幸
せ
の
た
め
に
さ
せ
て
も
ら
う
行
為

は
、
大
人
と
し
て
の
成
長
の
証
で
す
。

後
援
会
の
活
動
も
、
本
当
の
幸
福
観

に
包
ま
れ
る
た
め
に
さ
せ
て
頂
い
て
い

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
合
掌

参
考：

和
田
善
明
遺
著
「
道
を
求
め
て
」

「
こ
の
ま
ま
家
に
い
た
ら
き
っ
と
自

立
で
き
な
い
人
間
に
な
る
。
県
外
に
出

な
さ
い
。」
と
心
を
鬼
に
し
て
ひ
と
り

息
子
を
鹿
児
島
か
ら
埼
玉
に
行
か
せ
た

5

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
辛
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
時
も
誠
意
を

も
っ
て
学
生
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
る

大
学
の
姿
勢
に
は
、
本
当
に
感
服
し
ま

し
た
。

さ
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
自
立
で
き

な
い
」
と
思
っ
て
い
た
息
子
は
、
自
活

と
部
活
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）
と
大
学

で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
毎
の
厳
し
い
ご
指

導
の
も
と
で
い
つ
の
間
に
か
頼
も
し
く

成
長
し
、
希
望
す
る
会
社
に
就
職
も
決

ま
り
巣
立
ち
の
時
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ

ま
で
一
緒
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
大

学
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
四
年
間
で
知
り
合
え
た
皆

さ
ん
を
始
め
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ

せ
て
く
れ
た
息
子
と
、
毎
回
快
く
理
事

会
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
主
人
に
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

日
工
大
と
の
出
逢
い
に
感
謝

後
援
会
副
会
長

大
原
　
史
子
（
Ａ
４
）

後
援
会
と
の
出
会
い
は
、
子
ど
も
が

入
学
す
る
前
の
新
入
会
員
歓
迎
説
明
会

の
席
で
し
た
。
春
爛
漫
の
四
月
を
迎
え

る
準
備
に
追
わ
れ
る
最
中
、
油
断
し
て

い
た
気
持
ち
の
隙
間
に
、
上
手
に
後
援

会
を
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。早

い
も
の
で
、
も
う
四
年
の
月
日
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
お
世
話

に
な
り
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
こ
と
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
卒
業
す
る
皆
さ
ん
の
胸
中
は
、

進
学
や
就
職
と
い
う
新
た
な
門
出
に
向

け
、
不
安
と
期
待
が
交
錯
し
な
が
ら
も
、

や
る
気
に
満
ち
た
緊
張
感
に
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

世
間
で
は
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
世
阿
弥
の
言
葉
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
で
も
、
本
当
は
、『
花
鏡
』

（
是
非
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。
時
々

の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。
老
後
の
初
心

忘
る
べ
か
ら
ず
。）
に
記
述
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
初
心
」
は
最
初
の
志
で

は
な
く
、「
初
心
者
」
を
意
味
し
て
い

る
よ
う
で
、
入
門
者
か
ら
中
堅
、
そ
し

て
熟
練
者
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
都
度
、

初
心
者
と
し
て
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が

大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
う
一
度
、
入
門
（
後
援
会
入
会
）

当
時
に
戻
っ
て
や
り
直
せ
た
な
ら
…
。

残
念
な
が
ら
、
時
間
は
、
過
去
か
ら
現

在
、
未
来
へ
と
一
方
通
行
で
流
れ
て
い

て
、
過
去
に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
や
り
直
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
春
か
ら
夏
、
秋
が
過
ぎ
て

冬
に
な
り
、
そ
し
て
、
ま
た
春
が
巡
っ

て
く
る
日
本
の
四
季
の
よ
う
に
、
円
環

す
る
「
時
」
の
流
れ
の
中
で
、
年
を
重

ね
つ
つ
、
そ
の
年
々
の
初
心
を
忘
れ
ず
、

繰
り
返
し
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
す
。
人
生
は
、「
や
り

直
す
」
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
見

直
す
」
こ
と
は
で
き
ま
す
。
年
度
替
わ

り
の
時
期
こ
そ
、
新
た
な
初
心
の
時
で

あ
り
、
見
直
し
の
時
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
後
援
会
も
、
ま
た
然
り
で
す
。

誰
も
が
幸
せ
を
願
っ
て
生
き
て
い
ま

す
。
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
創
業
者
の
鍵
山

秀
三
郎
氏
は
、
三
つ
の
幸
せ
（「
し
て
も

ら
う
幸
せ
」、「
で
き
る
幸
せ
」、「
し
て

あ
げ
る
幸
せ
」）
を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
「
し
て
も
ら
う
幸
せ
」
は
、

人
間
が
最
初
に
味
わ
う
幸
せ
感
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
で
は
何
も
で
き
な

い
の
で
、
全
て
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
て
も
ら
う
幸
せ
を

後
援
会
は
厚
縁
会

後
援
会
副
会
長

熱
田
　
俊
美
（
Ａ
４
）

は
ず
の
自
分
が
、
三
月
、
四
月
は
寂
し

く
て
泣
き
暮
ら
す
毎
日
で
し
た
。

そ
ん
な
折
、
大
学
か
ら
一
通
の
ハ
ガ

キ
が
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
『
理
事
に

な
り
ま
せ
ん
か
』
と
い
う
お
便
り
で
し

た
。「
理
事
に
な
っ
た
ら
会
議
の
都
度

息
子
に
会
え
る
！
」
と
飛
び
つ
き
理
事

に
な
っ
た
も
の
の
、
た
い
し
た
お
手
伝

い
も
で
き
な
い
ま
ま
四
年
の
月
日
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
こ
の
日
工
大
と
の
出
逢
い

が
い
か
に
大
き
く
素
晴
ら
し
い
も
の
で

あ
っ
た
か
、
改
め
て
思
い
返
す
こ
の
頃

で
す
。

一
年
目
。
初
め
て
の
総
会
で
は
桁
違

い
の
収
支
報
告
に
驚
き
、「
間
違
っ
た

と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
」
と
落
ち
込

み
ま
し
た
。
理
事
会
後
の
親
睦
会
で
は
、

お
酒
が
だ
め
な
私
（
鹿
児
島
な
の
に
？

と
言
わ
れ
続
け
）
は
、
部
屋
の
隅
か
ら

楽
し
そ
う
な
支
部
同
士
の
集
ま
り
を
羨

ま
し
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

た
く
さ
ん
の
女
性
会
員
の
皆
さ
ん
が
声

を
掛
け
て
同
席
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
二

年
目
に
な
る
頃
に
は
、
ま
た
次
回
皆
さ

ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

三
年
目
、
四
年
目
と
そ
ん
な
目
立
た

な
い
私
が
な
ぜ
役
員
に
選
ば
れ
た
の

か
？
そ
れ
は
今
で
も
謎
で
す
が
、
役
員

の
仕
事
は
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
越

え
た
も
の
ば
か
り
で
力
不
足
感
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
の
経
験
で
得
た
も
の
は
何
事

に
も
代
え
難
く
、
私
の
一
生
の
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
楽
し
く
う
れ
し

青森県支部訪問に際して



な
ど
の
指
導
で
、
会
社
に
提
出
す
る
こ

れ
ら
の
書
類
が
不
出
来
だ
と
次
の
面
接

に
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
こ
の
指
導
は
、

本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

に
講
義
ご
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
再
認
識

し
た
自
分
の
長
所
や
短
所
を
記
入
す
る

こ
と
で
本
番
用
の
書
類
が
作
成
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
休
ま
ず

出
席
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ

模
擬
試
験
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
添
削
指
導
は

有
料
で
す
が
是
非
受
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

こ
れ
ら
の
準
備
を
整
え
た
学
生
達
が

最
初
に
企
業
担
当
者
と
接
触
す
る
の

が
、
十
二
月
に
学
内
で
開
催
す
る
業

界
・
業
種
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
招
待
す
る
の
は
、
上
場
企
業
お

よ
び
そ
の
系
列
企
業
で
、
本
学
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
社
員
の
実
績
か
ら
後
輩
を
積
極
的

に
採
用
し
た
い
と
い
う
会
社
を
優
先
し

て
い
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身

を
固
め
、
採
用
担
当
者
と
接
し
た
学
生

達
の
意
識
は
見
違
え
る
よ
う
に
高
ま

り
、
二
月
に
開
講
す
る
直
前
対
策
実
践

講
座
を
受
講
し
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と

履
歴
書
の
内
容
を
充
実
し
た
も
の
に
仕

上
げ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
一
泊
二
日
の

就
活
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
個
別
指
導
で
文
章
の

推
敲
を
重
ね
グ
ル
ー
プ
面
接
、
個
人
面

接
ま
で
の
実
践
指
導
を
行
い
ま
す
。
今

年
は
百
十
八
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
志
望
会
社
が
定
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

の
時
期
の
指
導
は
極
め
て
有
効
で
す
。

経
団
連
が
定
め
た
企
業
説
明
会
の
解

禁
が
三
月
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
三

6

新
聞
・
雑
誌
等
で
就
職
関
係
の
特
集

が
組
ま
れ
、
そ
こ
で
は
「
大
卒
就
職
率

上
昇
」
と
い
っ
た
喜
ば
し
い
記
事
と
、

「
大
学
三
年
生
、
就
活
は
や
号
砲
」
と

い
っ
た
我
が
子
は
何
や
っ
て
る
の
？
と

心
配
に
な
る
記
事
が
次
々
と
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
一
方
で
「
工
業
系
大

学
の
学
生
と
し
て
本
当
に
知
り
た
い
こ

と
」
あ
る
い
は
、
応
援
し
て
や
り
た
い

我
が
子
の
就
職
活
動
の
実
態
が
把
握
で

き
な
い
と
い
う
保
護
者
の
悩
み
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

最
近
の
就
職
活
動
は
、
保
護
者
の
世
代

と
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
皆
様
の
ご
子
女
の
就
職
活
動
の

実
態
を
紹
介
し
ま
す
。

図
に
こ
の
春
に
卒
業
す
る
学
生
に
つ

い
て
、
就
職
活
動
の
流
れ
を
ま
と
め
ま

し
た
。
上
段
が
経
団
連
が
定
め
た
就
職

協
定
で
、
下
段
が
就
職
支
援
に
関
わ
る

項
目
で
す
。
本
学
で
は
専
門
科
目
や
教

養
科
目
と
は
別
に
一
年
か
ら
二
年
生
の

間
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
授
業
は
い
わ
ゆ
る
職
業

感
を
醸
成
す
る
も
の
で
職
業
に
就
く
こ

と
の
意
義
を
意
識
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
な
が
ら
自
己
分
析
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

さ
て
、
三
年
生
に
な
る
と
通
年

で
十
八
回
に
お
よ
ぶ
就
職
支
援
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
後
援

会
会
員
の
み
な
さ
ま
へ
」
の
冊
子

を
八
月
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
ご
参
照
下
さ
い
。
こ
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
主
眼
は
以
下
の
二
つ
で
す
。

①
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験(

適
性
検
査
を
含

む)

、
大
手
企
業
の
採
用
に
お
い
て

必
須
に
な
っ
て
い
る
試
験
の
対
策

指
導
を
行
い
ま
す
。
②
応
募
に
必

要
な
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴

書
の
書
き
方
の
指
導
、「
大
学
生
活

で
力
を
注
い
だ
こ
と
」「
志
望
動
機
」

月
上
旬
の
一
週
間
、
三
百
社
を
招
い
て

の
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
十
二
月
に
招
い
た
上

場
企
業
の
ほ
か
に
本
学
学
生
の
特
質
を

理
解
し
採
用
意
欲
の
高
い
優
良
企
業
を

招
き
ま
す
。
ま
た
、
就
職
協
定
で
は
六

月
が
選
考
解
禁
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
の
場
合
は
選
考
開

始
の
六
月
に
は
す
で
に
半
分
の
学
生
が

内
定
を
得
て
い
ま
す
。
実
質
は
三
月
の

会
社
訪
問
時
に
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
を
持
参
し
た
学
生
に
対
す
る
一

次
選
考
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
一
部
上
場
企
業
と
い
え
ど
も
優
秀

な
人
材
の
確
保
に
は
苦
戦
し
て
お
り
、

選
考
解
禁
ま
で
の
間
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、

適
性
試
験
、
二
次
面
接
ま
で
を
済
ま
せ

て
お
い
て
、
六
月
第
一
週
に
最
終
役
員

面
接
を
行
っ
て
内
々
定
を
出
し
ま
す
。

次
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の
企
業
が
前
倒

し
す
る
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
三
年
生

に
と
っ
て
学
年
末
試
験
終
了
時
か
ら
の

就
活
準
備
が
い
か
に
大
事
な
の
か
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

複
数
企
業
を
同
時
並
行
で
活
動
し
て

い
る
学
生
は
六
月
か
ら
十
月
の
間
に
複

数
の
内
定
を
得
て
し
ま
い
ま
す
。
早
め

に
採
用
者
を
確
定
し
た
い
人
事
担
当
者

と
、
複
数
内
定
の
会
社
を
天
秤
に
か
け

る
学
生
と
の
せ
め
ぎ
合
い
、
最
終
面
接

で
落
ち
て
再
挑
戦
す
る
学
生
達
の
た
め

の
二
回
目
、
三
回
目
の
学
内
合
同
企
業

説
明
会(

一
回
目
と
合
わ
せ
て
約
五
百

社)
の
開
催
が
重
な
り
就
職
指
導
の
最

盛
期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
決
着
が
付
く

の
が
十
月
で
八
割
の
学
生
が
内
定
式
に

間
に
合
い
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
採
用
枠
が
埋
ま
ら
な
い

企
業(

上
場
企
業
を
含
む
多
く
の
優
良

企
業)

と
、
内
定
を
得
て
い
な
い
学
生

に
よ
る
第
二
ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
り
ま

す
。
内
定
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、

何
と
な
く
出
遅
れ
た
学
生
か
ら
、
本
当

に
運
が
悪
く
落
ち
続
け
た
学
生
な
ど

様
々
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
卒
業
研
究

指
導
教
員
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら

個
々
の
学
生
の
適
性
に
あ
っ
た
会
社
選

定
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
模
擬
面
接
の
実
施

な
ど
就
職
支
援
課
の
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ

で
す
。
今
年
度
の
最
終
内
定
率
は
昨
年

度
実
績
と
同
じ
九
七
％
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
最
後
ま
で
諦
め

な
け
れ
ば
必
ず
就
職
で
き
る
ま
で
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
い
つ
も
一
緒
に
行
動
し

て
い
た
友
達
と
離
れ
て
活
動
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
第
一
歩
が
踏
み

出
せ
ず
に
出
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
学
生
は
不
安
を
抱
き
な
が
ら

も
親
に
対
し
て
は
弱
音
を
吐
か
な
い
も

の
で
す
。
多
く
の
採
用
担
当
者
か
ら

「
親
と
仲
が
良
い
子
は
面
接
に
強
い
」
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
親
と
い

う
疑
似
面
接
官
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
い
て
い
る
の
で
す
。

日
頃
か
ら
の
さ
り
げ
な
い
親
子
の
会
話

の
積
み
重
ね
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
就
職
支
援
課
で
は
、
希
望
者
全
員

が
就
職
出
来
る
よ
う
に
全
力
で
支
援
い

た
し
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
き
ま

し
て
は
、
温
か
い
励
ま
し
に
よ
る
ご
子

女
の
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
」
は
、
こ
の
４
月
か
ら

本
学
に
入
学
が
決
定
し
た
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
説
明
会
で
す
。
後
援
会
支
部
主
催
で

企
画
・
開
催
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
経
験
を
さ
れ
て

き
た
先
輩
会
員
の
生
の
声
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
本
会
の
特
長
で
あ
り
ま

す
。「

大
学
と
家
庭
と
の
架
け
橋
」
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
う
後
援
会
は
、
学
生
の
成
長
を
大
学
と
と
も

に
応
援
し
、
見
守
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
今

後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7

開 催 日 主催支部 開　催　会　場 大学側出席者

3/5（日） 秋田 秋田温泉さとみ 市川会長　吉見健二 学生支援課主事

〃 静岡 アイワンホール 林祐司 総務部副部長 

〃 新潟 長岡グランドホテル 塩入修 就職支援課長補佐

〃 蔵王 霞城セントラル 鈴木史朗 財務課長補佐

〃 近畿 ホテルホップインアミング 齊藤望 入試室課長

〃 青森 青森国際ホテル 穴井正洋 教務課長補佐

〃 北陸 富山電気ビルディング 森戸秀幸 総務課主任

3/12（日） 茨城 ダイヤモンドホール 日下部恵美子 教務課長
江原里織 総務課主任

〃 福島 清稜山倶楽部 大塚竹郎 学生支援課長

〃 長野 ホテル信濃路 田中大介 施設環境管理課長補佐

〃 山梨 ホテル春日居 磯雄二 財務部副部長

〃 栃木 ホテル丸治 初見範子 就職支援課長
小野瀬香苗 就職支援課主任

〃 東海 安保ホール 倉島清隆 総務部長兼財務部長

3/18（土） 群馬 高崎ビューホテル 松永浩徳 教務部副部長
山本好央 財務課主任

3/26（日） 岩手 北上市さくらホール 原渡 施設環境管理課長

〃 千葉 学友会館 杉村京子 総務課長
村上隆之 教務課長補佐
井上直 教務課員

平成29年度新入会員説明懇談会開催一覧 新
入
会
員
説
明
会

〜
 各
支
部
主
催
、16
会
場
で
開
催
 〜

平成28年度 環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ
研究テーマ及びチームの構成

研究テーマ

1 研究代表者

教職員：
学　生：

磁性流体のスパイク現象を用いた
ディーゼル微粒子除去フィルタの開発

ものづくり環境学科　桑原拓也
P科3年　岡村拓郎、服部良
　  4年　浅子晋介、菊池拓哉

研究期間 研 究 の 概 要 助成額（円）

平成28年
　　  8月01日

平成29年
　　  7月31日

200,000

研究テーマ

2 研究代表者

教職員：
学　生：

炭素繊維を用いた
食堂排水浄化に関する研究

ものづくり環境学科 雨宮隆
P科4年　白石健太
P科3年　野村光汰、田邊佳祐、宮　諒平

平成28年
　　10月01日

平成29年
　　 09月30日

200,000

研究テーマ

3

研究代表者

教職員：
学　生：

LED水耕栽培における無線端末制御を
活用した融合型教材の提案

電気電子工学科 平栗健史
E科2年　大谷花音、伊達隆人
E科4年　武藤卓徳

平成28年
　　  8月01日

平成29年
　　 7月31日

200,000

平成28年
　　  9月01日

平成29年
　　 8月31日

研究テーマ

4

5

研究代表者

教職員：
学　生：

植物の水分状態モニターの開発

創造システム工学科 秋元俊成
S科4年　根岸智哉、野口浩貴
S科3年　丸山恵佑、日野燦一、千場翔

200,000

桑原　拓也

雨宮　隆

平栗　健史

秋元　俊成

日本工業大学は、平成13年6月に国際環境規格「ＩＳＯ140001」の認証を取得し、全学をあげて環境問題に積極的に取り組んでいます。本会は大学の掲げる環境方針に賛同し、
かつその推進に協力するため、平成14年度より環境に関する研究に対し「環境分野研究奨励助成」を設け、助成を行っています。本年度は、以下の5件が採択されました。

磁性流体のスパイク現象を利用して有害なディーゼル微粒
子を捕集し、プラズマ形成オゾンにより酸化除去するフィ
ルタを開発する。ディーゼル微粒子の捕集では静電気力を
用いる方法では再飛散の問題があり、液膜捕集が良いとさ
れている。しかし液膜を流し続けることは非現実的であ
る。そこで、磁性流体を磁石で固定し捕集除去する方法を
提案し、捕集ならびにオゾン除去効果を調べる。

炭素繊維が河川のような低濃度汚染水の水質浄化に一定の
効果があることが知られている。一方キャンパス内で最も
BOD負荷が高い第一食堂排水の汚染度低減はかねてからの
課題となっている。そこで、炭素繊維を使った食堂排水の
循環浄化実験を行い、効果的な素材形状・運用条件（流
速、温度、空気量）や季節影響などを明らかにする。また
回収される有機汚泥を原料とする堆肥製作も試みる。

本研究開発の目的は、気象条件に左右されず安定した農作物栽
培を行うために、照明機器は消費電力の少ないLEDを用いた水耕
栽培の植物工場を構築する。植物工場では、LED照射時間の最
適化や配置を検討することにより、従来のLED水耕栽培よりも消
費電力が少なく効率よく作物を栽培することを実現する。LEDの照
射時間の調整や温度管理には、IoT（Internet of Things）無線セ
ンサ用のZigBeeを用いて無線遠隔制御を行う。本提案のシステム
を簡易的な技術で開発することにより、植物工場だけでなく、工業
系学生の教材としても導入が予定しており、産業界だけでなく教育
への貢献も期待できる。
植物を育成する事は地球温暖化防止にもつながる。しか
し、毎日の水やりが大変であったりどの程度水を与えれば
よいかが分かりづらかったりといった課題がある。これに
対し、植物の水分状態が把握できればより最適な形での水
やりが可能となる。本研究では、植物の水分状態を簡易で
安価に計測できる手法について開発を行う。開発した装置
を用いて学内の植物の水分状態をモニタリングする。

平成28年
　　  8月31日

平成29年
　　 7月31日

研究テーマ

研究代表者

教職員：
学　生：

超低コスト・低環境負荷の
カード式化学分析装置の開発

創造システム工学科 池添泰弘
S科4年　浜崎祐介、大森一輝、
　　　　 岡野佑亮、種部千遥

200,000
池添　泰弘

身の回りの携帯電話やパソコンなどの電子機器の小型化・
高性能化は、製品内部の素子の小型化が肝心である。現
在、これらの微細素子のサイズは1ミクロンよりも小さい
「ナノメートル」の世界に突入している。そのようなサイ
ズの粒子や分子などは、高コストで環境負荷も高い特別な
装置によって分離・精製などが行われるのが普通だが、本
研究では、高性能の分析機器と同様の機能を持つ小型の
カード式分析装置を開発する。

蔵王支部 北陸支部



平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
日
(土
)後
援

会
会
報
一
〇
二
号
、後
援
会
の
し
お
り

（
平
成
二
十
八
年
度
版
）、後
援
会
員

の
皆
様
へ
～
平
成
二
十
七
年
度
就
職

状
況
発
行

七
月
三
十
日
(木
)～
八
月
二
十
三
日

(火
)　
実
践
異
文
化
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

(十
一
名
参
加
)

七
月
三
十
日
(土
)～
三
十
一
日
(日
)オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

八
月
一
日（
月
）～
二
日
(火
) 学
生
自
治

会
主
催
夏
祭
り

八
月
十
八
日（
木
）防
災
訓
練

八
月
二
十
八
日
(日
) 茨
城
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会（
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑

波
）

九
月
三
日（
土
）岩
手
県
支
部
教
育
懇

談
会
(ホ
テ
ル
武
蔵
坊
)、福
島
県
支
部

教
育
懇
談
会
(清
稜
山
倶
楽
部
)、近

畿
支
部
設
立
40
周
年
記
念
行
事（
ホ

テ
ル
若
水
）

九
月
四
日（
日
）近
畿
支
部
総
会
・
教
育

懇
談
会（
ホ
テ
ル
若
水
）

九
月
十
日
(土
) 長
野
県
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会
(ホ
テ
ル
信
濃
路
)、山
梨
県

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
(ホ
テ
ル
春

日
居
)

九
月
十
一
日
(日
) 北
海
道
地
区
教
育
懇

談
会（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
）、四
国
地

区
教
育
懇
談
会
(高
知
県
立
県
民
文

化
ホ
ー
ル
)、九
州
地
区
教
育
懇
談
会

(か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
)、オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

九
月
十
六
日（
金
）成
績
発
表（
郵
送
）、

一
年
次
生
対
象
の
避
難
訓
練

九
月
十
七
日
(土
) 静
岡
県
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
(ア
イ
ワ
ン
ホ
ー
ル
)、西
・

東
中
国
支
部
教
育
懇
談
会
(岩
国
シ

テ
ィ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
)、マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
コ
ン

高
校
生
大
会

九
月
十
八
日（
日
）秋
田
県
支
部
教
育

懇
談
会
(秋
田
温
泉
さ
と
み
)、新
潟

県
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
(長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
)、 栃
木
県
支
部
教
育

懇
談
会
(ホ
テ
ル
丸
治
)、群
馬
県
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
(高
崎
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
) 

九
月
二
十
日
(火
)学
位
記
授
与
式
、秋

季
入
学
式
、留
学
生
別
科
修
了
式

九
月
二
十
一
日
(水
) 秋
学
期
授
業
開
始

九
月
二
十
四
日
(土
)蔵
王
支
部
教
育
懇

談
会
(悠
湯
の
郷
　
ゆ
さ
)、千
葉
県

支
部
教
育
懇
談
会
(バ
ー
デ
ィ
ー
ホ
テ

ル
千
葉
)、北
陸
支
部
総
会
・
教
育
懇

談
会
(富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
)

九
月
二
十
五
日
(日
) 青
森
県
支
部
教

育
懇
談
会
(青
森
国
際
ホ
テ
ル
)

十
月
一
日
(土
) 近
県
教
育
懇
談
会
打
合

せ
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
、

保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

十
月
二
日（
日
） 近
県
教
育
懇
談
会

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、大
学
で

開
催
）

十
月
八
日
(土
) 沖
縄
県
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会
(沖
縄
県
青
年
会
館
) 

十
月
九
日
(日
) 東
海
支
部
総
会
・
教
育

懇
談
会
(東
京
第
一ホ
テ
ル
錦
)

十
月
十
五
日（
土
）宮
代
会
幹
事
会

十
月
二
十
一
日
(金
) 特
別
研
修
日

8

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

後
援
会
行
事
抄

十
月
三
十
日
(日
) プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

十
一
月
五
日（
土
）福
島
県
支
部
・
青
森

県
支
部
・
千
葉
県
支
部
・
栃
木
県
支

部
・
蔵
王
支
部
・
群
馬
県
支
部
・
新
潟

県
支
部
大
学
視
察
研
修
(学
長
講

話
)、第
十
七
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

十
一
月
五
日（
土
）～
六
日（
日
）大
学
祭

（
テ
ー
マ「
笑
顔
」）

十
一
月
六
日（
日
）第
三
十
回
建
築
設
計

競
技
表
彰
式

十
一
月
十
二
日（
土
）新
潟
県
支
部
設
立

40
周
年
を
祝
う
会（
赤
倉
山
荘
）

十
一
月
十
九
日（
土
）役
員
会
、支
部
連

絡
協
議
会（
支
部
長
会
）

十
一
月
二
十
日（
日
）特
別
事
業
委
員

会
、理
事
会

十
一
月
二
十
六
日（
土
）オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

二
月
十
八
日（
土
）サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
、天
満
宮
例
祭

二
月
十
九
日（
日
）役
員
会
、理
事
会
、

特
別
事
業
委
員
会

三
月
一
日（
水
）留
学
生
別
科
修
了
式

三
月
五
日（
日
）秋
田
県
支
部
総
会
・
新

入
会
員
説
明
懇
談
会（
秋
田
温
泉
さ

と
み
）、静
岡
県
支
部
新
入
会
員
説

明
懇
談
会（
ア
イ
ワ
ン
ホ
ー
ル
）、新
潟

県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会（
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、蔵
王
支
部
新

入
会
員
説
明
懇
談
会（
霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
）、近
畿
支
部
新
入
会
員
説
明
懇

談
会（
ホ
テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）、

青
森
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談

会
(青
森
国
際
ホ
テ
ル
)、北
陸
支
部
新

入
会
員
説
明
懇
談
会（
富
山
電
気
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
）

三
月
六
日（
月
）～
十
日（
金
）学
内
合

同
企
業
説
明
会

三
月
十
二
日（
日
）茨
城
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会（
筑
西
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ホ
ー
ル
）、福
島
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会（
清
稜
山
倶
楽
部
）、

長
野
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談

会（
ホ
テ
ル
信
濃
路
）、山
梨
県
支
部

新
入
会
員
説
明
懇
談
会（
ホ
テ
ル
春

日
居
）、栃
木
県
支
部
新
入
会
員
説

明
懇
談
会（
ホ
テ
ル
丸
治
）、東
海
支

部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
(安
保
ホ

ー
ル
)

三
月
十
八
日（
土
）群
馬
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会（
高
崎
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
）、M
O
T
修
了
式

三
月
二
十
日（
月
）学
位
記
授
与
式

三
月
二
十
三
日（
木
）退
職
者
送
別
会

三
月
二
十
六
日（
土
）岩
手
県
支
部
新

入
会
員
説
明
懇
談
会（
北
上
市
さ
く

ら
ホ
ー
ル
）、千
葉
県
支
部
新
入
会
員

説
明
懇
談
会（
学
友
会
館
）、吹
奏
楽

団
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト（
学
友
会

館
ホ
ー
ル
）

３
月
は
転
居
の
多
い
時
期
で
す
。

住
所
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

学
生
支
援
課
に
届
け
出
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


